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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
家
族
お
そ
ろ
い
で

今
年
一
年
が
健
康
で
幸
せ
で
あ
り
ま
す

様
に
願
い
を
込
め
て
、
新
春
を
お
迎
え

の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
も
私
達
社
会
福
祉
協
議
会

が
取
り
組
み
ま
す
各
種
事
業
推
進
に
格

段
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
併
せ

て
社
協
会
費
、
寄
附
金
、
日
本
赤
十
字

の
会
費
、
共
同
募
金
等
の
浄
財
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が

一
段
と
進
み
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は

医
療
、
介
護
、
福
祉
、
年
金
等
の
社
会

保
障
制
度
改
革
や
社
会
福
祉
法
人
改
革

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
都
市
と
地
方
の
格
差
が
拡
が

り
家
族
構
成
が
変
わ
り
、
地
域
に
お
い

て
は
過
疎
化
が
進
む
等
、
私
達
が
暮
ら

す
生
活
環
境
も
大
き
く
変
わ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
公
助

か
ら
自
助
、
互
助
、
共
助
へ
、
施
設
か

ら
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
社
会
環
境
の
中
、
私
達
社

会
福
祉
協
議
会
は「
全
て
の
市
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
お
互
い
支
え
合
い
、

安
心
し
て
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」を
中
心
に
す
え
て
、
地
域
で

の
支
え
合
い
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
事
業
等
、
地
域

事
業
の
取
り
組
み
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
障
が
い
児（
者
）の
相
談
セ
ン

タ
ー
「
ト
マ
ト
」、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業
、
福
祉
資
金
の
貸
付
事
業
等
の

相
談
事
業
を
充
実
し
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
人
員
の
確
保
や
財
政
基
盤

の
確
立
等
、
課
題
に
し
っ
か
り
向
き
合

い
、
常
に
市
民
に
寄
り
添
い「
心
や
さ
し

く　

明
る
く　

さ
わ
や
か
に
」を
信
条
に

今
年
一
年
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

最
後
に
市
民
の
皆
様
、
行
政
や
各
種

団
体
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
希
望
と
期
待
を
も
っ
て
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

近
年
、
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
、
九
州
北

部
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
、
今

も
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
常
の
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
と
、

一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
う
も
の
で
す
。

　

薩
摩
川
内
市
民
児
協
連
合
会
は
、
一
九
民
児
協

及
び
主
任
児
童
委
員
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
の
民
児
協
の
会
長
を
ご
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
亀　

山
】
山
口　

民
雄
【
可　

愛
】
本
田　

信
子

【
隈
之
城
】
東　
　

洋
子
【
川　

内
】
小
山　
　

浩

【
平
佐
西
】
小
濵
田　

覬
【
平
佐
東
】
角　

虎
三
郎

【
水　

引
】
外
園　

文
洋
【
高　

江
】
西
園　

靖
子

【
永　

利
】
海
老
原
律
子
【
八　

幡
】
山
口　

一
夫

【
高　

城
】
中
村　

和
仁
【
樋　

脇
】
内
田　

里
子

【
入　

来
】
藤
井　
　

學
【
東　

郷
】
佐
藤　

耕
作

【
祁
答
院
】
屋
久
加
代
子
【　

里　

】
早
瀬　

正
秀

【
上　

甑
】
南　
　

精
治
【
下　

甑
】
下
江
伊
八
郎

【
鹿　

島
】
小
村　

吉
明

【
主
任
児
童
部
会
】
山
元 

一
彦

　

昨
年
は
大
正
六
年
に
岡
山
県
で
創
設
さ
れ
、「
貧

困
に
よ
る
社
会
上
の
悲
劇
の
根
絶
を
目
指
し
た
」

済
世
顧
問
制
度
か
ら
一
〇
〇
周
年
、
児
童
委
員
制

度
か
ら
七
〇
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
一
〇
〇
周
年
記
念
全
国
大
会
で
は
「
支
え

合
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域
か
ら
」
を
今
後
の

活
動
の
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
「
つ

な
が
り
」
人
と
「
つ
な
が
る
」
た
め
、
私
た
ち
民

児
委
員
は
そ
の
力
を
合
わ
せ
、
誰
も
が
笑
顔
で
安

全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
へ
の
活
動

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
二
八
五
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

（
二
六
名
の
主
任
児
童
委
員
を
含
む
）
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、「
わ
た
く
し

た
ち
は
、
常
に
公
正
を
旨
と
し
、
人
格
と
識
見
の

向
上
に
努
め
ま
す
。」
な
ど
を
信
条
と
し
て
課
せ
ら

れ
た
守
秘
義
務
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
や
地
域
社
会

の
中
に
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
、

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え

る
人
々
を
支
え
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
に「
良
き
隣
人
」と
し
て
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
行
政
、
社
協
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
活
動
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

社
会
福
祉
法
人

　
　
　
薩
摩
川
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会 

長
　
今
別
府
　
哲
矢

薩
摩
川
内
市

　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会

会 

長
　
小
濵
田
　
覬
社協だよりNo.54　（2）



開催

社会福祉・ボランティアフェア

　

10
月
28
日
、
火
災
予

防
の
願
い
を
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
音
色
に
の
せ
た
市

消
防
団
女
性
分
団
「
リ

リ
ー
ズ
ベ
ル
」
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
幕
を

開
け
た
平
成
29
年
度
の

フ
ェ
ア
。

　

式
典
で
は
、
永
年
の

功
労
に
対
し
、
社
会
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
13
名
・
６
団
体
、
老
人
福

祉
関
係
13
名
、
８
０
２
０
運
動
関
係
41
名
の
方
々
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
佐
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

久
保
田
副
会
長
が
、
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
の
経

験
を
踏
ま
え
た
地
域
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
隆
二
氏
の
講
演
で
は
、
フ
ェ

ア
の
テ
ー
マ
に
添
っ
た
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
身
近
な
例
を
用
い
な

が
ら
の
軽
妙
な
語
り
口
に
会
場
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に

聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

みんなが主
役、みんなで支え合うまち
薩摩川内市

つ く し 園 ま つ り

（3）　社協だよりNo.54　
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『人を救うのは人』
自分にできることを考える災害対策学習会

11月30日、新たに 18名の修了生が誕生しました。講座は、「総合的な
福祉力を持った市民」を養成することを目
的に、総 73時間のカリキュラムを 3ヶ月
間にわたって学びました。修了式では、一
人一人別れのスピーチを披露、素晴らしい
仲間との出逢いへの感謝あり、笑いあり、
涙あり、感動ありと・・・本当にかけがえ
のない機会となりました。「自分で自分のこ
とを決められなくなったとしても、自分ら
しく生きていける社会」の実現を真剣に考える市民、今後、皆さんの活躍が期待されます。
　以下は現場体験を受け入れて頂いた施設・病院です。ありがとうございました。

【グループホーム燦々様、グループホーム永利様、薩来園様、小規模多機能ホームすずらん様、
新葉学園様、川内自興園様、中郷病院様、ファミリー HP 薩摩様】

市民後見人養成講座修了式
川
内

sendai

健康福祉に関する意見交換会が清色地区コミュニティ
協議会で行われました。

　グループワークでは、身近な地域での支えあいや困りご
　　　　　　　　　　　とを解決するために住民に何がで
　　　　　　　　　　　きるかを話し合いました。
　　　　　　　　　　　　「団塊の世代が後期高齢者となる
　　　　　　　　　　　2025 年に対応できるように、これまでと発想を変えて地域の支
　　　　　　　　　　　えあいを考えていきたい。」と出席者から意見がありました。

「他人事」を「我が事」に変えていく
～これからの地域福祉を考える～入

来

iriki

グラウンドゴルフで心のこもった募金活動
東
郷

togo

各地区コミ単位で、10 月・11 月に平成 29 年度地域づ
くり連絡会を実施しました。全体の参加人数は延べ

７２名でした。
　見守り活動に関する研修では「日ごろの様子を知ること

や、家族・ご近所との連絡体制が
大切」「思い込みを持たず、落ち着
いて相手の話を聴く」などの意見
が挙がりました。各会場には、支える方の暖かい視点がありまし
た。地域の中で声掛け、見守りあう体制を持続する大切さが再確
認できたものと思います。

12月９日、共同募金運動の一環として、チャリ
ティーグラウンドゴルフ大会を開催しました。

東郷地域内外から３２チー
ム１５９名の参加があり、
多くのホールインワンやダ
イヤモンド賞が出るなど募
金活動にご協力いただきあ
りがとうございました。

５地区で『地域づくり連絡会』
樋
脇

hiw
aki

住民主体で課題解決に
向けて作戦会議中！

助け合いを見える化する
「支え合いマップ」（寸劇）

社協だよりNo.54　（4）
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「災害時の炊き出
し訓練をした

いんですが・・・」と自
治会長の川畑さんに声
をかけていただき、上
甑町平良自治会が実施
した地震と津波を想定した防災訓練に合わせ
て、自治会の女性部を中心にハイゼックスを使
用した非常炊き出し訓練を行いました。
　地域の住民が多数参加し、地域の絆を一層深
めた 1日となりました。

「僕らのまち探検」職場を
知ろう！！祁

答
院

kedouin

地域のつながりで防災力
を高めよう

先日、南九州市知覧町の、「はちみつ西垂水
養蜂園」様より、クリスマスツリー等の寄

贈がありました。センター施設と事業施設のそ
れぞれにクリス
マスツリー等を
頂きました。園
児達が、サンタ
さんに願いを込
めながらクリス
マスツリーの飾
りつけを楽しみ
ましました。

クリスマスツリーを
いただきましたつ

く
し
園

tsukushien

上
甑

kam
ikoshiki

災害時には、
私たち自身

の力、地域の力、
ボランティアの
力が大変重要に
なると考えられ
ています。下甑・鹿島地域では、災害を自分た
ちの力で乗り越えていくために 11月 18日に
平成 29年度災害対策学習会を開催しました。
　この会には計 85名の方にご参加いただき、
参加者の皆さんと一緒に予防意識や助け合いの
心を再確認しました。

大軣小学校２年生の児童 11 名が、祁答院
保健センター内で仕事をしている社会福

祉協議会や子育てサロン「ちびっ子クラブ」の見
学にきました。
　質問タイムが設けられ、「社会福祉協議会っ
てなんだろう？」等、次々と上がる疑問に職員
が分かりやすく回答しました。この見学を通し
て福祉の活動に興味を持ってもらえれば嬉しく
思います。

『人を救うのは人』
自分にできることを考える災害対策学習会下

甑・鹿
島

shim
okoshiki

・kashim
a

　京セラ株式会社鹿児島川内工場から共同募金及び
京セラ福祉基金の贈呈がありました。
　１２月２０日、重田幸男工場長から薩摩川内市共
同募金委員会会長及び薩摩川内市社会福祉協議会副
会長にそれぞれ目録が手渡されました。また、同社

への中央共同募金会感謝状の伝達も併せて行われました。
　共同募金へは、昭和４４年の創業以来、社員の皆様より心温まる寄附金を
いただいており、社会福祉のために活用させていただきます。
　社員の皆様に心からお礼と感謝を申し上げます。

贈 呈 式
歳 末 た す け あ い 募 金
共 同 募 金
京 セ ラ 福 祉 基 金

（5）　社協だよりNo.54　



就活準備セミナー
就職に不安を感じる方、なかなか仕事が決まらない方、一緒に就活しませんか！

時間：14：00～ 16：00
場所：川内文化ホール　２階　第４会議室
※諸事情により、日程・会場等に変更がある場合があります。
※定員に達した時点で募集を締切ります。
※セミナーは、主にグループワークで行います。

基本マナー～履歴書～面接までの就職に必要な準備をしませんか？

開催日 内　   　　容

2月22日（木） 面接のマナーと練習(ワーク方式) ①

3月15日（木） 面接のマナーと練習(ワーク方式) ②

ご応募・お問い合せ先：
薩摩川内市社会福祉協議会　地域福祉課
（担当　前田・福永）
薩摩川内市役所　保護課
生活支援相談グループ
TEL.0996（23）5111（内線2562・2564）
FAX.0996-23-0808

講座生募集

「傾聴ボランティア講座」～生きづらさによりそう～

誰もが暮らしやすい地域を一緒に考えつくる養成講座を企画しました。
寄り添い支え合うため「傾聴」について正しい知識・技術を学びませんか？
●受講定員：５０名　　●会場：樋脇保健センター　(薩摩川内市樋脇町市比野2926-2)

お申込み電話番号：薩摩川内市社会福祉協議会樋脇支所　℡ 38－1166
お申込み方法：お気軽に､ お電話でお申込みください。

回 日時 内　　容 講　　師

１ １月17日（水）
13：30～15：30

開講式　オリエンテーション
講話：「地域で暮らすひとりひとりの人権について」

薩摩川内市男女共同参画出前講座
オフィスぴゅあ　たもつゆかり氏

２ ２月７日（水）
13：30～15：30 講話：「相手に寄り添う傾聴のこころと技術」 薩摩川内市市民健康課

臨床心理士

３ ２月21日（水）
13：30～15：30

講話：「被災地での心のケアについて」
閉講式

日本赤十字社鹿児島県支部
看護師

受講料
無料

RUN伴 ＋ 2007
～みんなでタスキをつないで日本縦断！～

　RUN伴 ( ランとも ) とは、認知症になっても安心し
て暮らせる地域づくりを目指して、認知症の人もそう
でない人も、みんなでタスキをつないで、日本を縦断
するプロジェクトです。

　平成 29 年 11 月 19 日
に開催され、当会からも
イベントスタッフやラン
ナーとして参加し、上川内
ルートと隈之城ルートでタ
スキをつなぎました。今年
で 7回目を迎えるこのイ

ベントは、九州のゴールが薩摩川内市ということもあ
り、例年以上の盛り上がりを見せ、より多くの方に認
知症を理解していただける良い機会となりました。
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香典返し寄附
平成 29年 10月１日
〜 12月 31日受付分

117 件
総額 2,532,000 円
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を
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瀬
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の
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寄贈　車イス 10 台・米 80kg
㈱ガイアテック・西日本興産㈱・
南日キョーワ㈱・３社合同親睦ゴルフコンペ

陸上自衛隊川内駐屯地 曹友会様より
「川内幼稚園」の皆さんへ“めだか”の贈呈
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＊＊＊薩摩川内市社会福祉協議会　本所・各支所の所在地及び電話番号＊＊＊
ー 本 所 ー ー祁答院支所ー

薩 摩 川 内 市 永 利 町 4 1 0 7 番 地 1 TEL  0996（22）2355 薩 摩 川 内 市 祁 答 院 町 下 手 4 1 番 地 TEL  0996（55）1610

ー 樋 脇 支 所 ー ー 上 甑 支 所 ー
薩摩川内市樋脇町市比野2926番地2 TEL  0996（38）1166 薩 摩 川 内 市 里 町 里 1 9 0 0 番 地 の 2 TEL  09969（3）2880

ー 入 来 支 所 ー ー 下 甑 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 入 来 町 浦 之 名 3 2 番 地 1 TEL  0996（44）3731 薩摩川内市下甑町長浜1185番地の2 TEL  09969（5）1510

ー 東 郷 支 所 ー
薩 摩 川 内 市 東 郷 町 斧 渕 7 2 5 番 地 1 TEL  0996（42）1872

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

発行兼編集人　今別府 哲矢 社会福祉法人 薩摩川内市社会福祉協議会
〒895-0005　薩摩川内市永利町4107番地1

☎0996-22-2355
0996-22-1841

投稿方法
住所、氏名、電話番号、ペンネームを記入の上、
下記までご投稿ください。
≪郵送の場合≫
〒895-0005 薩摩川内市永利町4107番地1
　　　　　   薩摩川内市総合福祉会館内
薩摩川内市社会福祉協議会「社協だより係り」まで
≪FAXの場合≫0996（22）1841
≪持参の場合≫社協本所または各支所

あなたのまちの
ふくしを教えてください。

取材に伺って、社協だよりの中で紹介します

たとえば…　
●地域の福祉活動に参加した感想
●地域での取り組み
●個人や団体、施設などで取り組んでいること など

大馬越地区高齢者ふれあい弁当作りと配布事業

たのしく・なかよく　ふれあいサロン向湯

　平成９年１２月以前から毎年事業を実施。本年度で２０年以上経過しています。
　配布対象者は、８０歳以上の高齢者の方(家族同居でも可)、７０歳以上の独り住まい
の方、地域で見守りが必要と判断された方に配布しています。

　当日のスタッフは５３名。早朝５時から仕込み作業をし、午
前１１時ごろ対象者に安否確認を含めて、手渡しで１軒１軒配
布し９７名の方にお届けしました。
　毎年配布対象者が減っていくことは寂しいですが、今後も継続していく事業となります。

　ふれあいサロン向湯は、平成22年4月に15名で立ち上げました。
　8年目の現在、平均年齢81歳。体調を考慮して、茶話会・いすに腰かけての体操・間
違い探しや塗り絵などが主な活動です。コスモスの塗り絵だったはずなのに、いつの間
にか新種の花を咲かせて大はしゃぎしたりしています。
　皆の楽しみは年に一度の「1日研修」です。7月は、かごしま環境未来館に行きました。
　これからも、社会福祉協議会のご支援をいただき「たのしく・なかよく」をモットーに、
お互いの意見を聞きながら、笑顔あふれる活動を充実していきたいと考えています。

お知らせ

▼心配ごと相談
▼財産・登記相談（要予約）

9：00～ 17：00
（土・日曜日、祝日を除く）

予約制　13：30～ 16：30（１枠30分）

※相談日当日は、必ず当事者本人が来所してください。

※ご予約は、その月の1日から受付を開始します。
財産・登記相談予定日

２月８日（木）、３月８日（木）

　あなたの悩みを解決！　
　市社協が市民の皆様の悩み
事等解決のお手伝いをします。
お気軽にご相談ください。

　司法書士会による無料法律相談
●財産・登記に関する相談　●その他金銭貸借等契約全般に関する相談
　お気軽にご相談ください。

まちのふく
し

自宅開放型で和やかに活動
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